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猛
暑
が
続
き
、
村
民
の
皆
様
に
は
、

お
忙
し
い
事
と
存
じ
ま
す
。
４
月
の
議

会
議
員
選
挙
、
そ
の
後
、
議
員
の
任
期

は
５
月
１
日
か
ら
の
４
年
の
任
期
と
な

り
ま
す
。
５
月
の
議
会
臨
時
会
に
お
い

て
議
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
吉
松
啓
一

で
ご
ざ
い
ま
す
、
何
卒
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

議
員
と
し
て
、
ま
た
、
議
長
と
し
て

責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
浅

学
非
才
の
身
で
あ
り
ま
す
が
、
村
民
の

代
表
で
あ
る
議
員
10

人
の
代
表
と
し
て

議
会
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
議

員
も
十
人
十
色
で
様
々
な
考
え
を
持
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。
様
々
な
考
え
を
お
持

ち
の
村
民
の
方
々
の
ご
意
見
、
ご
要
望

を
踏
ま
え
て
、
全
体
を
考
慮
し
な
が
ら

是
々
非
々
の
立
場
で
議
長
と
し
て
判
断

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

村
民
が
安
全
で
安
心
し
て
生
活
で
き

ま
す
よ
う
、
ま
た
、
村
民
に
不
利
益
が

生
じ
な
い
よ
う
、
国
、
県
と
の
つ
な
が

り
も
強
化
し
て
村
政
に
生
か
し
て
ま
い

り
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
本
村
は

豪
雨
災
害
に
幾
度
と
な
く
見
舞
わ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、
川
辺
川
の
堆
積
土
砂

の
掘
削
や
堤
防
の
嵩
上
げ
、
修
復
等
を

県
、
国
に
対
し
ま
し
て
議
会
議
員
全
員

で
、
直
接
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
重
要
な
項
目
と
し
て
基
幹
産

業
で
あ
る
農
林
業
の
振
興
や
若
者
の
定

住
促
進
、
鳥
獣
被
害
対
策
な
ど
村
民
の

身
近
な
意
向
を
村
政
に
反
映
さ
せ
て
ま

い
り
ま
す
。
な
お
、
６
月
の
定
例
会
に

つ
い
て
は
、
今
回
の
議
会
だ
よ
り
に
掲

載
し
て
お
り
ま
す
が
、
議
会
だ
よ
り
は
、

年
４
回
の
定
例
会
ご
と
に
な
り
ま
す
。

質
問
事
項
等
の
確
認
作
業
に
時
間
を
要

し
ま
す
の
で
、
即
座
に
議
会
だ
よ
り
を

発
行
出
来
ま
せ
ん
事
を
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

　

今
後
と
も
議
会
活
動
に
ご
協
力
お
願

い
申
し
上
げ
ま
し
て
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。相

良
村
議
会
議
長
　
吉
松
　
啓
一

議
長
就
任
挨
拶

　

４
月
23
日
の
議
会
議
員
選
挙
で
当

選
し
た
議
員
10
人
の
任
期
は
５
月
１

日
か
ら
４
年
間
と
な
り
ま
す
の
で
、

５
月
１
日
に
議
員
全
員
に
よ
る
全
員

協
議
会
を
開
催
し
、
初
議
会
と
な
る

臨
時
会
を
９
日
に
開
催
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

５
月
９
日
、
初
回
は
議
会
事
務
局

長
が
進
行
す
る
事
に
な
っ
て
い
ま
し

て
、
通
例
に
よ
り
年
長
議
員
の
小
善

満
子
議
員
を
臨
時
議
長
と
し
て
、
初

め
に
議
長
選
挙
を
10
人
の
議
員
全
員

が
無
記
名
投
票
し
ま
し
た
結
果
、
吉

松
啓
一
議
員
５
票
、
茂
吉
隆
典
議
員

５
票
の
同
数
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

時
、
茂
吉
隆
典
議
員
が
自
席
に
お
い

て
、
辞
退
を
す
る
事
を
議
長
に
告
げ

た
の
で
、
臨
時
議
長
が
茂
吉
議
員
の

辞
退
を
認
め
、
吉
松
議
員
を
当
選
人

と
決
定
し
、
議
員
全
員
、
執
行
部
も

異
議
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
吉
松
議
員
が
議
長
と
な

り
、
10
人
の
議
員
に
よ
る
無
記
名
投

票
で
副
議
長
や
広
域
行
政
組
合
、
下

球
磨
消
防
組
合
の
議
員
等
を
選
任

し
、
各
常
任
委
員
等
も
決
定
し
ま
し

た
。

　

11
日
に
執
行
部
か
ら
議
会
事
務
局

へ
議
長
選
挙
が
公
職
選
挙
法
違
反
と

の
指
摘
が
役
場
に
あ
っ
た
と
の
報
告

を
受
け
、
議
会
事
務
局
が
調
べ
て
、

臨
時
会
の
招
集
を
執
行
部
に
相
談

し
、
16
日
に
開
会
す
る
事
に
な
り
ま

し
た
。

　

公
職
選
挙
法
で
は
、
同
数
の
場
合

は
く
じ
で
決
定
す
る
、
そ
の
途
中
で

休
憩
も
い
れ
な
い
で
辞
退
も
出
来
な

く
一
連
作
業
で
行
う
事
、
く
じ
で
決

定
し
そ
の
者
が
辞
退
し
た
場
合
は
再

度
は
じ
め
か
ら
投
票
と
の
規
定
で
し

た
。
9
日
の
吉
松
議
長
で
の
副
議
長

等
の
役
職
は
そ
の
ま
ま
で
良
い
と
の

事
で
し
た
の
で
、
16
日
の
臨
時
会
で

は
、
髙
岡
重
盛
副
議
長
が
議
長
席
で

10
人
に
よ
る
投
票
の
結
果
、
吉
松
啓

一
議
員
が
8
票
、
高
岡
重
盛
議
員
が

2
票
と
な
り
、
吉
松
議
員
を
議
長
に

選
任
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
新
聞
等
も
含
め

村
民
の
皆
様
方
に
多
大
な
ご
心
配
や

お
騒
が
せ
を
し
ま
し
た
事
を
心
か
ら

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

議
長
選
挙
の
経
緯
に
つ
い
て
説
明
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６月定例会

平成29年第5回臨時議会　相良村農業委員会の任命について

平成29年　第４回定例会報告

　平成29年第4回相良村議会定例会が6月7日から9日までの3日間開催され、繰越計算書の報告2件、平

成29年度一般会計補正予算及び特別会計補正予算2件、条例の一部改正1件、農業委員会委員の任命10

件が提案された。慎重審議の結果、農業委員会委員の任命については、7件同意、3件不同意、相良村

長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例については、賛成2、反対7で否決され、その

他については原案どおり可決しました。

　一般質問には8人が登壇し、村長の考えを質しました。

○条例議案・・・原案否決

　議案第27号　相良村長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定について

○同意議案・・・原案同意7件、不同意3件

　同意第2号から同意第11号　相良村農業委員会委員の任命について

○補正予算

　議案第24号　平成29年度相良村一般会計補正予算（第1号）

　歳入歳出の総額に451万4千円を追加し、総額35億3,842万1千円とする補正で、採決の結果、全

員賛成で原案のとおり可決しました。

　議案第25号　相良村簡易水道特別会計補正予算（第1号）・・・・・・・原案可決

　議案第26号　相良村後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）・・・・原案可決

委員候補者審査委員会の中に村長が入っているとの事ですが、審査委員会の組織としてお

かしいと思いますし、規則のように選考されているのかお聞きします。

農業委員の募集に関する規則第8条の3（委員候補者の審査にあたっては、候補者の年齢及び性別並び

に所在地区等に著しい偏りがないよう配慮の上、審査するものとする。）

地域性に難しいと思っていました。

私は明らかに規則に反していると思います。規則に沿った再提案の考えが無いか伺います。

再提案する無責任さがあります。再提案はいたしません。

候補者の方が所在地等に著しい隔たりがあるという事を村長は感じなかったのか伺います。

四浦地区に、もちょっと適任者がいらっしゃると思うんです。適任者がいらっしゃったら同

意案件の中に入ればよかったなと思っています。

この審査会に村長自ら入るというのは、不自然と思うが村長は何も感じませんか。

違和感は感じておりません。

球磨村では新しい法の改正で混乱を避けるため別々の応募をされており、農業委員に15名、

推進委員に９名の応募が有り、ダブっておられる方もいて実質16名です。本来であれば上手くいった

気がしますが、今回なぜ２名の提案なのか。

適任者と思われる方を議案として提出したまでであります。

今回２名規則にのっとり村長へ意見されたのか伺います。

審査基準に基づきまして、今回３名の意見を申し上げております。

前回10名、本当は今回３名提案されたとの事ですが、規則に沿った提案をされたと思って

おられますか。

地域に関しては少しバランスが取れていないと思っていました。

前回10名につきましては、四浦地区が抜けている状況でその辺については著しい不都合な

ものがあったんではないかと思っております。

「相良村農業委員会委員の任命について」の質疑内容報告

黒木議員

村 長

農業委員会事務局長

黒木議員

小善議員

村 長

茂吉議員

村 長

黒木議員

村 長

黒木議員

総務課長

黒木議員

総務課長

農業委員会事務局長



　2017.8.10　第32号 4

一 般 質 問

村
民
の

声
を

村
政
に
！

　

議
会
だ
よ
り
は
、
文
字
数

が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
質

問
内
容
の
全
て
を
掲
載
す
る

こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

広
報
委
員
会
よ
り

問
１　

同
時
に
施
工
さ
れ
た
歩
道
拡
幅
の

法
面
の
違
い
に
つ
い
て

一
般
的
に
は
１
工
区
、
２
工
区

含
め
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
で
す
る

の
が
通
常
の
工
法
で
あ
っ
た
か
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
２
工
区
の
方
は

通
常
の
工
法
で
や
り
ま
し
た
が
、
１
工
区

の
方
は
農
地
が
あ
ま
り
生
産
性
の
高
い
農

地
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

土
地
の
所
有
者
と
協
議
の
上
で
経
費
が

安
く
す
む
方
向
で
考
え
て
、
土
羽
に
す
る

こ
と
で
工
事
費
を
下
げ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
り
ま
す
。

問
３　

補
正
予
算
で
３
０
０
万
円
増
額
し

た
こ
と
に
つ
い
て

２
工
区
に
つ
い
て
は
当
初
よ

り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
積
み
工
法
に

よ
る
施
工
で
進
め
て
参
り
ま
し
た
。
主
な

増
額
し
た
変
更
点
は
、
土
着
で
設
計
し
て

お
り
ま
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
積

み
が
床
堀
り
し
た
と
こ
ろ
に
、
岩
盤
が
露

出
し
た
た
め
に
岩
着
に
変
更
す
る
必
要
が

生
じ
た
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
時
点

で
面
積
が
少
々
増
と
、
２
４
７
平
米
か
ら

２
５
７
平
米
に
変
更
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。

問
４　

地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
は
何
年

間
交
付
さ
れ
る
の
か
。

相
良
村
総
合
戦
略
の
計
画
期

間
が
平
成
27
年
度
か
ら
平
成
31
年
度
ま
で

の
５
か
年
間
で
あ
り
ま
す
。
５
か
年
間
に

つ
き
ま
し
て
は
国
の
方
か
ら
交
付
金
が
交

付
さ
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

問
５　

相
良
村
の
定
住
促
進
に
つ
い
て
も

計
画
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
と
思
う
が
、

定
住
促
進
案
と
は
。

４
つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ
て

お
り
ま
す
。
一
、
安
定
し
た
雇
用
を
創
出
。

二
、
新
た
な
人
の
流
れ
を
作
る
。
三
、
若

い
世
代
の
結
婚
、
出
産
、
子
育
て
の
希
望

を
叶
え
る
。
四
、
時
代
に
合
っ
た
地
域
を

作
り
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
。
こ
の
よ
う

な
計
画
書
を
策
定
し
て
お
り
ま
す
。

問
６

村
営
住
宅
の
こ
と
を
申
さ
れ
ま

し
た
が
、
私
は
率
直
に
申
し
上
げ
て
、
村

営
住
宅
を
こ
れ
以
上
作
る
つ
も
り
は
全
く

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
払
い
下
げ
に
つ
い
て
も

考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
や
っ
て
は
い
け
な

い
こ
と
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

問
７

地
域
作
り
っ
て
い
う
の
は
子

供
、
何
人
作
る
か
も
含
め
て
で
す
ね
、
最

低
で
も
10
年
ぐ
ら
い
の
期
間
を
お
い
て
評

価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
る
中

で
、
数
年
の
期
間
で
の
地
域
づ
く
り
の
評

価
は
で
き
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
、

相
良
村
の
地
域
づ
く
り
が
遅
れ
て
い
る
と

い
う
な
ら
ば
、
何
十
、
数
十
年
前
の
村
長

の
取
り
組
み
、
定
住
促
進
策
が
十
分
で
は

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か

な
と
私
は
率
直
に
申
し
上
げ
ま
す
。
私
の

責
任
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
８　

熊
日
新
聞
社
に
委
託
し
て
実
施
し

た
経
費
の
詳
細
は
別
紙
（
Ｐ
12
）
に
記
載

し
ま
す
。

小善　満子議員

問
1　

村
道
平
原
十
島
線
の
歩
道
工
事
に

つ
い
て　

歩
道
拡
幅
工
事
に
つ
い
て

は
、
同
時
に
施
工
さ
れ
た
法
面
が
、

片
方
は
盛
り
土
、
片
方
は
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
で
施
工
さ
れ
て
い
た
。

工
事
発
注
者
と
し
て
村
長
に
問
う
。

問
2　

設
計
書
、
図
面
、
入
札
調
書
の
提

出
を
求
め
る
。

問
3　

補
正
予
算
で
３
０
０
万
円
増
額
さ

れ
、
２
，
９
０
０
万
円
の
工
事
費
に

な
っ
て
い
る
。

問
4　

地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
に
つ
い

て　

地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
は
何

年
間
交
付
さ
れ
る
計
画
で
あ
る
か
。

問
5　

相
良
村
の
定
住
促
進
に
つ
い
て
も

計
画
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
と
思
う

が
、
具
体
的
な
定
住
促
進
案
は
ど
ん

な
内
容
か
。

問
6　

若
者
が
定
住
す
る
た
め
に
、
他
町

村
が
実
施
し
て
い
る
公
営
住
宅
の
払

い
下
げ
等
、
検
討
す
る
時
期
が
来
て

い
る
と
思
う
が
。

問
７　

今
年
４
月
の
南
小
学
校
の
入
学
者

16
名
で
あ
っ
た
。
今
ま
で
に
な
い
減

少
で
驚
い
て
い
る
。
こ
れ
は
村
長
が

定
住
促
進
に
つ
い
て
力
を
入
れ
て
こ

な
か
っ
た
結
果
だ
と
思
う
が
。

問
8　

ヴ
ァ
レ
ン
タ
イ
ン
祭
り
の
委
託
金

に
つ
い
て　

地
方
創
生
加
速
化
交
付

金
（
４
，
３
０
０
万
円
）、
一
般
財
源

（
３
４
４
万
円
）、
合
計
４
，
６
４
４
万

円
を
熊
日
新
聞
社
に
委
託
し
て
実
施

し
た
経
費
の
使
途
に
つ
い
て
、
詳
細
に

書
面
で
報
告
し
て
ほ
し
い
。

村 

長

建
設
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

村 

長

村 

長

２工区コンクリートブロック工法

１工区

土羽法面



　2017.8.10　第32号5

一 般 質 問

し
上
げ
ま
す
。小

野
副
知
事
は
公
式
訪
問
で

は
な
い
の
で
、
対
応
を
し
な
く
て
良
い
と

言
わ
れ
た
と
い
う
事
だ
が
、
村
、
住
民
が

一
体
と
な
り
県
関
係
者
へ
の
働
き
か
け
が

大
事
だ
と
思
う
。
も
う
少
し
村
長
自
ら
が

住
民
の
声
を
聴
か
れ
て
計
画
を
立
て
ら
れ

る
こ
と
を
望
み
た
い
。

４
月
18
日
に
四
浦
地

区
区
長
連
名
で
提
出
さ
れ
ま
し
た
要
望
書

に
つ
き
ま
し
て
は
、
６
月
中
に
関
係
課
長

及
び
村
長
を
交
え
て
今
後
検
討
す
る
こ
と

に
し
て
い
る
。住

民
の
要
望
に
よ
り
５
月

19
日
の
午
後
に
県
道
16
号
線
・
１
６
２
号

線
、
人
吉
相
良
線
な
ど
の
現
地
視
察
を
目

的
に
県
議
、
副
知
事
、
振
興
局
が
来
村
さ

れ
、
十
島
神
社
、
上
園
、
四
浦
神

社
を
巡
回
さ
れ
た
が
、
村
当
局
と

し
て
対
応
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

要
望
書
に
つ
い
て
は
、

受
理
を
し
て
い
る
が
、
四
浦
地
区

の
住
民
の
合
意
が
あ
っ
た
要
望
書

な
の
か
等
の
検
証
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
内
容
で
あ
り
、
保
留
と

し
て
特
殊
な
要
望
書
で
あ
る
こ
と

を
理
解
し
て
ほ
し
い
。
村
内
視
察

に
つ
い
て
は
、
小
野
副
知
事
は
公

式
訪
問
で
は
な
く
、
対
応
し
な
く

て
も
良
い
と
い
う
お
話
し
で
、
特

段
配
慮
を
す
る
よ
り
出
な
い
方
が

良
い
事
案
で
あ
っ
た
と
明
確
に
申

柳
瀬
石
倉
の
活
用
及
び
周
辺

整
備
は
現
在
、
活
用
計
画
を
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。地

域
交
流
、
交
流
人
口
の
増
大
、

移
住
定
住
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
形
の
計

画
方
針
で
検
討
委
員
会
や
相
良
村
デ
ザ

イ
ン
会
議
で
協
議
を
し
て
い
る
最
中
で
あ

る
。

現
在
ま
で
の
活
用
計
画
は
出

来
る
の
か
、
出
来
な
い
の
か
。
又
、
周
辺

を
買
収
さ
れ
た
が
、
活
用
の
構
想
が
あ
る

の
か
。
又
、
何
年
度
か
ら
取
り
組
ま
れ
る

の
か
。

柳
瀬
石
倉
は
お
そ
ら
く
耐
震
性

や
建
築
基
準
法
の
問
題
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。
平
成
29
年
度
中
に
方
向

性
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
等
も
含
め
て
平

成
31
年
度
く
ら
い
に
は
一
定
の
姿
を
見
せ

る
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

住
民
の
方
も
関
心
が
強
く
、

こ
の
２
件
（
石
倉
・
周
辺
整
備
）
に
つ
い

て
無
駄
な
投
資
で
は
な
い
か
と
言
う
意
見

も
聞
か
れ
ま
す
の
で
、
早
急
に
実
施
を
立

て
、
取
り
組
み
を
求
め
て
い
る
が
ど
う
か
。

無
駄
な
経
費
だ
と
は
思
っ
て
お

り
ま
せ
ん
し
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
こ

こ
２
〜
３
年
く
ら
い
で
、
私
の
任
期
も
含

め
た
３
期
目
の
間
に
は
姿
を
見
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

四
浦
地
区
振
興
計
画
（
機
関

林
道
）
整
備
が
、
四
浦
地
区
区
長
連
名
よ

り
要
望
書
の
提
出
が
さ
れ
て
い
る
と
聞
い

て
い
る
が
、
受
付
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

又
、
そ
の
後
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

柳
瀬
石
倉
の
活
用
と
周
辺
整
備
は

現
在
は
協
議
の
最
中
で
あ
り

ま
す

ＱＡ髙
岡
議
員

髙
岡
議
員

髙岡　重盛議員

村 

長

村 

長

村 

長

髙
岡
議
員

髙
岡
議
員

髙
岡
議
員

髙
岡
議
員

四
浦
地
区
振
興
計
画
要
望
書

に
つ
い
て

四
浦
地
区
住
民
の
合
意
の
要

望
書
な
の
か

ＱＡ

産
業
振
興
課
長

村 

長

柳瀬石倉
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本
村
に
お
け
る
太
陽
光
発
電

設
備
の
し
く
み
、
発
電
利
用
に
つ
い
て
。

現
在
、
相
良
村
で
管
理
し
て

い
る
太
陽
光
発
電
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平

成
24
年
度
に
熊
本
県
市
町
村
等
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導
入
推
進
事
業
を
活
用

し
て
、
総
合
体
育
館
の
屋
根
に
設
置
し
て

い
る
も
の
で
す
。
太
陽
光
の
出
力
と
し
て

は
、
15
・
４
８
８
キ
ロ
ワ
ッ
ト
。
発
電
し

た
太
陽
光
に
つ
い
て
は
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
蓄
電
池
の
ほ
う
に
蓄
電
し
て
い
る
状
況

で
す
。
発
電
に
つ
い
て
は
災
害
が
発
生
し

た
際
に
避
難
所
と
し
て
必
要
最
小
限
度
の

機
能
を
維
持
す
る
た
め
の
電
力
供
給
を
も

と
に
設
置
し
た
も
の
で
す
。

太
陽
光
発
電
設
備
に
課
税
さ

れ
る
固
定
資
産
税
額
、
ま
た
、
今
年
度
の

地
方
税
法
４
０
８
条
に
基
づ

き
発
電
設
備
の
設
置
を
確
認
し
た
ら
、
そ

の
都
度
、
税
務
課
課
税
係
職
員
が
現
地
で

図
面
や
台
帳
で
発
電
設
備
を
調
査
士
、
写

真
撮
影
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

別
館
に
な
っ
て
い
る
が
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
等
の
面
か
ら
み
て
問
題
点
は

な
い
か
、
ま
た
管
理
体
制
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

役
場
の
組
織
、
課
、
係
の
存
在

も
住
民
の
皆
様
方
に
と
っ
て
の
福
祉
の
向

上
に
資
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
視
点
で
全

て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
今
後
は
、
職
員
の
動
線
を
含

め
な
が
ら
、
保
健
セ
ン
タ
ー
を
本
庁
舎
の

ほ
う
に
戻
す
検
討
も
し
て
い
る
。
事
業
内

容
、
担
当
課
の
見
直
し
も
時
間
を
か
け
て

検
討
し
て
い
く
課
題
で
あ
る
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
お
役
に
た
つ
役
場
、
組
織
づ
く

り
、
役
場
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

児
童
数
が
減
少
す
る
中
、
こ

の
ま
ま
存
続
さ
れ
る
の
か
、
ま
た
統
合
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
お
ら
れ
る
の

か
。

今
後
は
、
住
民
の
皆
様
方
の
気

持
ち
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
結
論
を
出
し

て
執
行
し
て
い
く
場
面
で
は
な
か
ろ
う
か

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

固
定
資
産
税
に
お
い
て
土
地
・
家
屋
・
償

却
資
産
、
そ
れ
ぞ
れ
が
占
め
る
割
合
と
太

陽
光
発
電
設
備
が
固
定
資
産
税
の
償
却
資

産
の
何
パ
ー
セ
ン
ト
ぐ
ら
い
占
め
て
い
る

の
か
。

平
成
29
年
度
の
課
税
額
は
１
，

１
８
４
万
３
，
９
０
０
円
で
す
。
太
陽
光

発
電
設
備
の
固
定
資
産
税
償
却
資
産
に
占

め
る
割
合
は
22
・
９
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

広
報
さ
が
ら
４
月
号
に
、
太

陽
光
発
電
設
備
の
設
置
や
宅
地
の
建
設
を

検
討
さ
れ
る
場
合
、
そ
の
土
地
が
農
用
地

区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
土
地
で
は
な
い

か
事
前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う
記

事
の
内
容
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
事
例

は
あ
る
の
か
、
そ
の
場
合
産
業
振
興
課
と

し
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
さ
れ
て
い
る
の

か
。

事
例
と
し
て
２
件
あ

り
、
そ
の
農
用
地
区
域
内
の
事
業
者
に
対

し
て
は
、
原
状
回
復
の
口
頭
注
意
を
し
て

い
る
。

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
に

お
い
て
、
現
地
確
認
を
実
施
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
現
地
調
査
等
の
義
務
付
け
の

根
拠
と
な
る
も
の
は
制
定
さ
れ
て
い
る
の

か
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電

設
備
に
つ
い
て

推
進
事
業
を
活
用
し
て
設
置

ＱＡ

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
保
健

係
に
つ
い
て

本
庁
舎
の
方
に
戻
す
検
討
を

し
て
い
る

ＱＡ

小
学
校
の
統
合
問
題
に
つ
い
て

統
合
し
ま
す
と
言
う
つ
も
り

は
な
い

ＱＡ

市
岡
議
員

市
岡
議
員

市
岡
議
員

市
岡
議
員

市
岡
議
員

市
岡
議
員

総
務
課
長

税
務
課
長

税
務
課
長

市岡　智惠議員

産
業
振
興
課
長

村 

長

村 

長

総合体育館　太陽光
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川
辺
川
土
地
改
良
事
業
最
終

同
意
の
農
家
へ
案
内
は
、
し
た
な
ら
戸
数

を
。

農
地
造
成
等
の
受
益

者
個
人
12
名
、
法
人
１
件
の
合
計
13
件
が

対
象
の
案
内
は
、
郵
送
希
望
者
１
件
を
除

く
11
件
と
法
人
１
件
。

最
終
同
意
用
紙
が
個
別
に
バ

ラ
バ
ラ
来
て
い
る
が
把
握
し
て
い
る
か
。

農
業
用
排
水
事
業
で

土
地
の
権
利
関
係
を
確
認
し
て
、
関
係
書

類
を
郵
送
し
て
夏
頃
ま
で
か
か
る
そ
う
で

す
。

今
一
番
の
問
題
は
私
達
の
用

水
路
の
取
入
口
が
現
状
の
ま
ま
で
は
危
険

な
状
態
も
予
測
で
き
る
。
村
長
は
選
挙
前

に
現
場
を
見
て
、
「
こ
ら
ど
ぎ
ゃ
ん
か
せ

ん
ば
村
で
で
も
改
修
を
」
と
の
話
が
あ
っ

た
が
、
そ
の
後
何
も
な
い
。

相
良
村
土
地
改
良
区
の
所
有
物

件
で
管
理
責
任
は
責
任
者
に
あ
る
。
土
地

改
良
区
の
事
業
な
ら
、
支
援
を
し
た
い
。

今
度
の
変
更
計
画
の
中
に
組

み
入
れ
て
国
に
や
ら
せ
る
べ
き
と
主
張
し

て
き
た
。

取
入
口
の
改
修
を
含
め
到
底
無

理
と
思
っ
た
。
飛
行
場
用
水
路
は
相
当
な

地
域
と
農
家
の
負
担
に
な
る
。
反
対
さ
れ

た
気
持
ち
が
理
解
で
き
な
い
。

こ
の
事
業
の
負
担
は
反
当
り

１
万
５
千
円
位
が
生
涯
続
く
の
で
す
。
そ

れ
で
賛
成
で
き
な
か
っ
た
。

新
並
木
・
錦
線
の
改
良
に
つ

い
て
、
公
民
館
か
ら
の
交
差
点
が
本
当
に

危
険
。
昔
の
県
道
に
戻
し
今
の
県
道
を
村

道
に
で
き
な
い
の
か
。

通
行
量
は
多
く
幅
員
は
狭
小

で
改
良
も
必
要
と
認
識
。
錦
町
と
も
協
議

は
必
要
。
可
能
性
も
含
め
調
査
等
を
実
施

し
て
県
に
も
相
談
し
た
い
。

三
石
か
ら
行
く
と
左
側
に
排

水
路
が
あ
り
ま
す
。
交
差
点
ま
で
は
道
路

に
埋
込
で
あ
る
ん
で
す
。
同
様
に
や
れ
ば

問
題
も
か
な
り
違
っ
て
く
る
。
そ
の
先
に

錦
で
場
外
舟
券
売
り
場
誘
致
が
問
題
に
、

出
来
た
ら
も
っ
と
交
通
が
激
し
く
な
る
。

今
一
度
確
認
し
て
、
多
能
性
は

探
り
、
交
通
量
が
多
い
割
に
狭
小
、
狭
隘
・

利
便
性
の
低
い
道
路
で
、
安
心
安
全
の
面
、

地
域
の
子
供
達
の
通
学
路
と
交
差
の
状
況

で
、
先
日
建
設
課
長
と
協
議
、
県
道
移
管

を
待
つ
よ
り
、
村
の
事
業
で
早
急
に
や
れ

る
か
検
討
。

施
設
が
も
し
出
来
た
ら
交
通

が
多
く
危
険
性
が
増
す
だ
け
、
最
終
的
に

信
号
設
置
ま
で
を
や
っ
て
も
ら
い
た
い
。

県
道
・
村
道
ど
ち
ら
で
も
実
際
に
早
く
改

良
出
来
た
ら
一
番
良
い
事
。
次
に
、
村
道

平
原
十
島
線
で
柳
瀬
の
交
差
点
か
ら
歩
道

は
で
き
た
が
、
完
全
で
は
な
い
上
村
商
店

か
ら
ゴ
ル
フ
場
の
石
清
水
ま
で
の
道
路
改

良
の
計
画
は
。今

年
、
十
島
踏
切
付
近
か

ら
チ
ェ
リ
ー
ゴ
ル
フ
場
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

手
前
の
区
間
約
６
０
０
ｍ
位
未
改
良
区
間

の
詳
細
設
計
は
平
成
23
年
度
ぐ
ら
い
に
終

了
。
今
年
度
に
修
正
設
計
業
務
を
委
託

す
る
計
画
、
成
果
に
基
づ
い
て
用
地
交
渉

等
を
完
了
。
で
き
次
第
、
次
年
度
以
降
と

思
わ
れ
る
が
改
良
工
事
を
実
施
予
定
で
平

原
側
未
改
良
区
間
も
同
じ
施
工
と
思
わ
れ

る
。

用
水
路
の
取
入
口
の
改
修
は

改
修
は
到
底
無
理

ＱＡ

平
原
十
島
線
の
改
良

詳
細
設
計
は
平
成
23
年
度
ぐ

ら
い
に
終
了

ＱＡ

茂
吉
議
員

茂
吉
議
員

茂
吉
議
員

茂
吉
議
員

茂
吉
議
員

茂
吉
議
員

茂
吉
議
員

茂
吉
議
員

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

村 

長

村 

長

村 

長

建
設
課
長

建
設
課
長

茂吉　隆典議員

田中土建前から錦町方面を見る
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口
座
振
替
の
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
い
ろ
い
ろ
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
思
っ

て
お
尋
ね
し
ま
す
。

収
納
率
の
向
上
に
繋
が
る
も

の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
納
付
書

発
送
の
手
間
や
経
費
が
削
減
で
き
ま
す

今
回
は
税
の
口
座
振
替
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
で
し
た
。
各
使
用
料
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

今
回
は
個
人
住
民
税
、
固
定

資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険

税
の
４
税
の
み
を
対
象
と
し
て
実
施
指
定

し
ま
し
た
。
来
年
度
以
降
に
検
討
さ
せ
て

頂
き
た
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま

す
。

村
税
の
口
座
振
替
に
つ
い
て

収
納
率
の
向
上
に
繋
が
る

ＱＡ西
本
議
員

西
本
議
員

税
務
課
長

税
務
課
長

西本巳喜男議員

村
長
は
ど
の
よ
う
に
税
の
収

納
率
ア
ッ
プ
の
た
め
に
お
考
え
で
し
ょ
う

か
。

一
番
は
、
納
税
者
意
識
を
し
っ

か
り
持
っ
て
頂
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
住

民
の
所
得
向
上
の
た
め
に
、
議
員
、
議
会

の
皆
様
方
と
協
同
し
て
、
取
り
組
み
を
し

て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
自
分
の
税
金

が
し
っ
か
り
と
使
わ
れ
て
い
る
ん
だ
と
い

う
こ
と
を
誤
解
が
な
い
よ
う
に
、
執
行
部

や
議
員
の
皆
様
方
が
村
民
の
方
に
説
明
す

れ
ば
安
心
し
て
も
っ
と
税
金
を
納
め
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
な
と
い
う
ふ
う
に
考
え

て
お
り
ま
す
。今

年
の
４
月
、
議
員
の
改
選

も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
憲
法
15
条
と
か
地

方
自
治
法
の
２
条
14
項
は
非
常
に
執
行
部

に
つ
い
て
も
、
私
達
議
員
達
に
も
基
本
中

憲
法
第
15

条
の
「
全
体
の
奉

仕
者
」
に
つ
い
て

公
務
員
の
当
然
の
本
質
を
鮮

明
に
し
た
も
の

ＱＡ

の
基
本
で
す
。
村
長
の
考
え
を
聞
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

憲
法
15
条
「
全
て
公
務
員
は
全

体
の
奉
仕
者
で
あ
っ
て
、
一
部
の
奉
仕
者

で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
は
、
公
務
員
の

本
質
を
捉
え
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
一
般

行
政
職
員
の
み
な
ら
ず
、
政
治
家
、
議
員

も
含
む
と
い
う
ふ
う
に
解
釈
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
一
部
住
民
の
た
め
、
ま
た
は
私
的

利
益
の
た
め
に
利
用
し
て
は
な
ら
な
い
と

い
う
公
務
員
の
当
然
の
本
質
を
鮮
明
に
し

た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

地
方
自
治
法
２
条
の
14
項
は
、

条
文
は
「
地
方
公
共
団
体
は
事
務
を
処

理
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
住
民
福
祉
の
増

進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
最
小
の
経
費
で

最
大
の
効
果
を
上
げ
る
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
。
そ
の
通
り
に
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
住
民
コ
ス
ト
を
考
え
れ
ば
、
深
水

地
区
と
四
浦
地
区
で
は
四
浦
の
方
が
特
段

の
コ
ス
ト
が
か
か
る
は
ず
で
す
。
特
段
の

配
慮
を
し
て
事
業
を
取
り
組
ん
で
い
か
な

い
と
、
地
域
の
皆
さ
ん
方
の
幸
福
の
達
成

度
が
高
ま
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま

す
。

口座振替促進キャンペーン（村内掲示板）

西
本
議
員

西
本
議
員

村 

長

村 

長地
方
自
治
法
第
２
条
14

項
の

「
住
民
の
福
祉
の
増
進
」
と
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
か

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
特
段
の
配

慮
を
し
て
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
く

ＱＡ村 

長
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地
方
公
共
団
体
の
法
人
格
及

び
事
務
と
い
う
項
目
の
中
に
、
法
令
・
条

例
が
な
い
場
合
は
そ
れ
は
す
べ
て
無
効
だ

と
い
う
条
例
が
あ
り
ま
す
が
。

基
本
的
に
、
自
治
体
で
あ
ろ
う

が
我
々
い
ち
私
人
で
あ
ろ
う
が
売
買
契
約

は
、
何
と
か
法
に
基
い
て
買
い
ま
し
た
と

い
う
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

売
買
契
約
に
至
る
土
地
評
価

額
、
建
物
評
価
額
並
び
に
立
木
補
償
額
の

算
定
方
法
は
如
何
な
る
方
法
か
。

土
地
に
つ
い
て
は
、
近
隣
買

収
事
例
等
勘
案
し
て
算
定
、
建
物
に
つ
い

石
倉
周
辺
整
備
事
業
に
つ
い
て
周
辺

の
土
地
・
建
物
の
売
買
契
約
基
本
法

及
び
条
例
は
い
か
な
る
も
の
か
。

基
本
的
な
法
令
・
条
例
の
根

拠
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

ＱＡ梅
山
議
員

総
務
課
長

梅山　　弘議員

て
は
、
税
務
課
の
評
価
額
、
立
木
に
つ
い

て
は
、
九
州
用
地
対
策
連
絡
会
か
ら
出
さ

れ
て
い
る
損
失
補
償
基
準
書
を
参
考
に
算

出
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
石
倉
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
造
り
は
、
い
ず
れ
も
昭
和
21

年
・
42
年
に
築
造
さ
れ
た
も
の
で
倉
庫
と

し
て
使
用
す
る
分
に
は
問
題
な
い
と
思
い

ま
す
が
、
不
特
定
多
数
の
人
が
出
入
り
す

る
建
物
と
し
て
は
建
築
法
で
認
め
ら
れ
な

い
の
で
は
な
い
か
。

現
在
、
相
良
ブ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
会
議
の
方
で
検
討
し
て
お
り
使
用
目

的
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
決
ま
り
次
第
、

建
築
基
準
法
・
耐
震
調
査
を
実
行
し
て
改

修
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

５
月
19
日
の
副
県
知
事
・
県

議
に
よ
る
非
公
式
で
は
あ
っ
た
が
各
視
察

地
の
村
民
皆
様
の
お
考
え
御
意
見
を
聞
く

良
い
機
会
で
あ
っ
た
の
で
は
。

　

又
、
執
行
部
の
一
員
が
参
加
し
て
い
れ

ば
村
民
皆
様
の
お
考
え
・
お
気
持
ち
を
知

り
、
い
ろ
ん
な
問
題
解
決
の
一
歩
の
前
進

村 

長

梅
山
議
員

梅
山
議
員

総
務
課
長

梅
山
議
員

で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
。

非
公
式
訪
問
は
、
非
公
式
で
行

き
た
い
、
非
公
式
の
状
態
で
村
の
状
況
を

見
た
い
と
の
副
知
事
の
お
気
持
ち
で
は
な

か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

上
園
地
区
で
は
、
集
落
上
部

の
太
陽
光
発
電
施
設
か
ら
の
降
雨
時
災
害

発
生
を
心
配
す
る
声
が
あ
る
が
、
事
業
計

画
書
の
提
出
を
求
め
ま
す
。

　

又
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合

の
補
償
問
題
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

県
の
方
よ
り

計
算
書
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
当
然
の
如
く
会
社
の
全
面

的
責
任
に
な
り
ま
す
。
そ
う
言

い
な
が
ら
も
住
民
の
安
心
安
全

の
為
、
公
的
な
立
場
で
村
が
一

定
な
救
済
支
援
措
置
は
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

平
原
十
島
線
改
良

工
事
で
歩
道
の
延
長
計
画
、
石

倉
周
辺
整
備
計
画
で
購
入
し
た
土
地
が
あ

る
の
で
路
線
変
更
も
あ
り
得
る
の
か
。

歩
道
の
延
長
計
画
は

あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
の
図
面
は
あ
く
ま
で

も
机
上
の
計
画
で
石
倉
周
辺
整
備
が
明
確

に
な
り
次
第
、
地
元
説
明
会
を
含
め
て
詳

細
な
線
形
等
を
決
定
す
る
必
要
が
ご
ざ
い

ま
す
。

柳瀬橋近く石倉周辺

村 

長

村 

長

梅
山
議
員

産
業
振
興
課
長

梅
山
議
員

産
業
振
興
課
長
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黒木　正照議員

移
住
定
住
促
進
に
つ
い
て
、

全
国
の
自
治
体
で
は
、
人
口
減
少
に
対
す

る
取
り
組
み
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
が
相
良
村
に
も
策
定
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
地
方
創
生
は
知
恵
を
出
し
て
頑

張
っ
た
と
こ
ろ
が
生
き
残
る
施
策
と
思
っ

て
い
ま
す
。
村
長
就
任
以
来
取
り
組
ま
れ

た
内
容
を
伺
い
ま
す
。

全
般
的
に
パ
ッ
と
網
を
か
け
る

よ
う
な
質
問
で
、
答
弁
に
苦
し
む
と
こ
ろ

で
す
が
、
一
言
で
言
え
ば
、
村
民
の
力
を

得
な
が
ら
や
っ
て
き
た
こ
と
が
移
住
定
住

促
進
策
で
あ
り
ま
す
。

移
住
定
住
は
そ
う
簡
単
な
事

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
医
療
施
設
・
福

祉
の
充
実
・
交
通
の
利
便
性
・
買
い
物
の

利
便
性
な
ど
色
ん
な
条
件
が
判
断
材
料
と

思
い
ま
す
。
平
成
28
年
10
月
１
日
現
在
で

相
良
村
総
人
口
が
４
，
４
０
８
人
、
山
江

村
総
人
口
が
３
，
４
０
１
人
。
０
歳
か
ら

14
歳
ま
で
の
年
少
人
口
が
相
良
村
５
２
２

人
、
山
江
村
５
７
４
人
。
総
人
口
で
山
江

村
が
１
，
０
０
７
人
少
な
い
の
に
、
年
少

人
口
は
52
人
も
山
江
村
の
方
が
多
い
の
は

な
ぜ
か
と
言
う
こ
と
で
す
。
村
長
は
村
営

住
宅
は
造
ら
な
い
と
言
っ
て
お
ら
れ
る

が
、
他
町
村
長
や
議
員
と
話
し
を
す
る
時

に
人
口
を
増
や
す
大
き
な
手
立
て
は
、
住

宅
建
設
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
植

竹
団
地
と
永
谷
団
地
の
入
居
率
と
入
居
数

を
伺
い
ま
す
。
ま
た
子
育
て
世
帯
へ
の
定

額
の
賃
貸
住
宅
の
建
設
も
重
要
と
思
っ
て

い
ま
す
。
若
い
人
の
好
む
住
宅
は
子
供
が

騒
い
で
も
隣
に
気
兼
ね
し
な
い
で
住
め
る

一
戸
建
て
の
住
宅
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
村

有
地
や
民
間
地
を
活
用
し
た
宅
地
開
発
も

考
え
て
頂
き
た
い
。

永
谷
団
地
42
戸
で
１
戸
の
空

き
、
入
居
率
９
７
・
６
％
、
入
居
者
数
３

１
５
名
で
す
。
植
竹
団
地
18
戸
で
１
戸
の

空
き
、
入
居
率
９
４
・
４
％
、
入
居
者
数

66
名
で
す
。宅

地
開
発
に
つ
い
て
は
一
つ
の

政
策
と
し
て
疑
問
を
持
っ
て
い
ま
す
。
人

吉
球
磨
圏
域
外
か
ら
何
十
世
帯
、
何
十
家

族
が
引
越
し
て
下
さ
る
よ
う
な
政
策
な
ら

ば
力
入
れ
ま
す
が
、
非
常
に
厳
し
い
も
の

が
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

植
竹
団
地
と
永
谷
団
地
の
村

営
住
宅
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
３
８
１
名
の

方
が
お
ら
れ
る
と
捉
え
て
よ
い
と
思
い
ま

す
。
村
が
衰
退
し
な
い
為
に
、
人
口
の
減

少
を
抑
え
る
、
転
入
者
を
増
や
す
政
策
、

転
出
者
を
抑
え
る
政
策
、
出
世
者
を
増
や

す
政
策
、
長
寿
を
支
え
る
政
策
が
大
事
と

考
え
ま
す
。

危
機
管
理
も
多
岐
に
亘
り
ま

す
が
、
村
政
全
般
に
対
す
る
危
機
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
が
策
定
さ
れ
て
い
る
か
伺
い
ま

す
。

全
て
を
網
羅
し
た
危
機
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
策
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

他
の
自
治
体
で
は
、
村
民
の

生
命
、
身
体
及
び
財
産
、
並
び
に
村
政
に

重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
全
て
の
危
機
に
対

し
、
村
が
取
り
組
む
危
機
管
理
体
制
の
基

本
的
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
危
機
を

未
然
に
防
止
し
、
発
生
し
た
場
合
に
被
害

を
最
小
限
に
食
い
止
め
村
民
の
安
心
安
全

を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
策
定
さ

れ
て
お
り
、
相
良
村
に
適
し
た
危
機
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
時
期
に
来
て
い
る
と

思
い
ま
す
。必

要
性
は
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
を
機
会
に
取

り
組
み
を
や
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

移
住
・
定
住
促
進
に
取
り
組

ま
れ
た
内
容
に
つ
い
て

答
弁
に
苦
し
む
と
こ
ろ
で
す

ＱＡ

本
村
の
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
あ
る
か

策
定
さ
れ
て
い
な
い

ＱＡ

黒
木
議
員

黒
木
議
員

黒
木
議
員

黒
木
議
員

村 

長

村 

長

村 

長

総
務
課
長

黒
木
議
員

村 

長

柳瀬永谷団地
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も
あ
っ
た
は
ず
で
す
。

　

地
域
に
根
ざ
し
た
議
員
さ
ん
で
あ
り
ま

す
の
で
そ
れ
く
ら
い
や
る
気
満
々
で
あ
り

ま
す
の
で
、
地
権
者
の
方
が
了
解
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
ら
、
ス
ピ
ー

デ
ィ
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て

お
る
と
こ
ろ
で
す
。

何
年
か
前
に
工
事
が
な
さ
れ

ま
し
た
が
入
り
口
の
農
道
が
長
さ
33
ｍ
、

幅
員
５
・
５
ｍ
で
改
修
が
な
さ
れ
て
そ
の

後
何
の
改
修
も
な
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
質
問

し
ま
す
。

　

地
権
者
と
土
地
、
立
木
の
協
議
は
ど
の

位
進
ん
で
い
る
の
か
お
尋
ね
し
た
い
。

村
道
松
馬
場
朝
迫
線
の
道
路

改
良
に
つ
き
ま
し
て
は
地
元
要
望
に
基
づ

き
事
業
を
開
始
し
平
成
23
年
度
に
測
量
設

計
を
実
施
し
、
用
地
交
渉
を
行
っ
て
お
り

ま
し
た
け
れ
ど
も
用
地
の
一
部
で
交
渉
が

難
航
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

中村　重道議員

　

当
時
は
所
有
者
の
相
続
、
そ
れ
か
ら
そ

の
他
事
情
が
ご
ざ
い
ま
し
て
用
地
交
渉
が

完
了
す
る
よ
う
に
地
元
で
の
意
思
確
認
を

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

　

用
地
交
渉
が
出
来
る
よ
う
な
状
況
に
な

り
ま
し
た
ら
事
業
の
再
開
に
向
け
て
協
議

を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

松
馬
場
地
区
の
農
家
の
方

は
た
ば
こ
農
家
も
お
ら
れ
、
農
機
が
大
型

化
さ
れ
堆
肥
を
積
ん
だ
ト
ラ
ク
タ
ー
等
の

往
来
が
激
し
く
、
離
合
さ
れ
る
の
に
大
変

だ
と
思
い
こ
の
よ
う
な
質
問
を
す
る
の
で

す
。
早
め
に
用
地
交
渉
を
解
決
し
道
路
の

改
修
を
お
願
い
し
た
い
。

当
時
の
用
地
交
渉
の
記
録
簿

等
を
見
返
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
地
権
者
と

の
意
思
確
認
が
と
れ
る
よ
う
で
あ
り
ま
す

な
ら
早
急
な
改
良
改
修
を
進
め
て
い
く
計

画
で
用
地
交
渉
の
方
も
進
め
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。建

設
課
長
は
用
地
交
渉
を
進

め
て
参
り
た
い
と
の
こ
と
で
す
の
で
村
長

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
が
ど
う
で
す
か
。

村
道
路
線
は
地
域
の
要
望
も
あ

り
村
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
村
と
し
て
も

取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
工
事
費

も
予
算
に
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

中
村
議
員

中
村
議
員

国道４４５号から見た村道松馬場朝迫線

建
設
課
長

中
村
議
員

建
設
課
長

村 

長

村
道
松
馬
場
朝
迫
線
の
改
修

工
事
に
つ
い
て

用
地
の
一
部
で
交
渉
が
難
航

ＱＡ
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内閣府地方創生加速化交付金委託内容

及び事業内容　内訳

事業項目 実績額（円） 実施状況

（１）特産品ブランド化事業 21,332,418

1 農林水産物を活用した新たな商品開発 5,292,000

○コラボで商品開発会議の開催（前４回・Ｈ28　７月～10月）

・参加者数：30事業者

○「にっぽんの宝物グランプリ熊本大会」に開発した６商品が出場

　※グランプリをはじめ、4商品が上位入賞

○「にっぽんの宝物グランプリ全国大会」に４商品が出場

　※部門別で2商品が準グランプリを獲得

2
観光関連施設等とのタイアップによるＰＲ・

販路拡大
6,750,000

ア
特産品の販売及びＰＲ、マーケティング

調査の実施
1,404,000

○ＰＲ出店イベント

・ＫＫＴ夢まちランド（Ｈ28年10月29日～30日）

・熊日びぷれす広場（Ｈ29年２月３日）

・県南フードバレーフェスタ（Ｈ29年３月11日～12日）

イ
相良村ヴァレンタイン祭の開催による

ＰＲ・販路拡大
5,346,000

○相良村ヴァレンタイン祭（Ｈ29年２月12日）

・場所：さがら温泉　茶湯里

・実施内容：カップルグランプリ、ライブ、村内バスツアー、マル

シェ等

・入場者数：約2,500人、出店事業者：20店舗

3 相良ブランド広報ツールの企画・制作 4,268,418

・住民周知用ＰＲ用チラシ制作（2,450部）

・移住・定住ポータルサイト（ＷＥＢサイト）の開設・運営

・移住・定住ＰＲ用パンフレット制作（3,000部）

4 「相性が良くなる村」ブランド構築事業 5,022,000

・メリーチョコレートと連携したチョコレートパッケージ・袋

（1,000部）制作

・村の食材を活用したフレンチメニュー及びスイーツ開発・販売

・村ＰＲ用ペットボトル水商品の開発（1,500本）

・住民周知用のチラシ・ポスター・のぼり制作

（２）「いなか暮らし」魅力発信事業 16,848,000

1
移住・定住促進ストーリー構築及びプロモー

ション動画の制作
8,424,000

・移住・定住の促進や村を効果的にＰＲするための動画の制作

・Youtubeに村動画チャンネルを開設し、情報発信

・総務省全国移住ナビにも動画掲載

2
県内新聞・テレビ、ＳＮＳ等を活用した情報

発信
3,780,000

・テレビでの相良村特集番組放映

・熊日新聞、熊日すぱいす、あれんじなどにおいて特集記事を掲載

・Tweitter、Instagramに相良村特別ページを開設し、情報発信

3
「いなか暮らし」体験プログラム開発・体験ツ

アーの開催
3,186,000

○地方創生２Ｄａｙｓインターンシップ（Ｈ28年12月14日～15日）

・参加者：県内大学生22名

・文化財、農林業、飲食店等を訪問し、調査・体験を実施

・体験内容をＳＮＳで発信し、報告書を作成

4 海外へのプロモーション及び連携構築 1,458,000

・フランス共和国「セント・ヴァレンタイン村」のポスター・パン

フレット等に相良村の情報を掲載し、フランス国内を中心に効果

的なＰＲを実施

・海外のメディア、ＳＮＳ等を通じて、相良村の情報を発信

（３）地方創生人材育成事業 8,208,000

1
相良ブランド構築に向けた住民参加型企画

会議の開催
1,404,000

○相良村企画会議の開催（全６回・Ｈ28年11月～Ｈ29年２月）

・参加者：村民、事業者、高校・大学、行政

・内容：移住・定住や相良ブランド構築についてのワークショップ

を実施

2 相良ブランドデザイン会議の開催 1,674,000

○相良ブランドデザイン会議の開催（Ｈ28年9月～）

・参加者：生産者、事業者、大学、銀行、行政等　委員15名

・内容：相良ブランド構築に向けた協議を実施

3

地方創生人材育成事業

（人材育成講座及び地方創生インターンシッ

プの開催）

5,130,000

○地方創生人材育成講座（Ｈ28年11月14日・村総合体育館・90名参加）

・講師：木村　俊昭　氏（東京農業大学教授・内閣官房シティマネージャー）

○地方創生インターンシップ（Ｈ29年２月９日～15日）

・参加者：早稲田大学、明治大学、立教大学、日本女子大学　計11名

・内容：農業体験、イベント準備・運営、地域資源調査等

合　　計 46,388,418

事業名 地域資源を活用した移住・定住促進事業

事業費合計 46,388,418 円　（うち、交付金決定額 43,000,000 円）   事業委託先：株式会社熊本日日新聞社
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　県南地域の振興を担当する小野泰輔副知事が５月19日、相良村の治水、利

水と上四浦地区の現状を視察されました。球磨郡選出の緒方勇二県議会議員

が同行され、村内を南から北へ各所をめぐり、地域住民や農家の要望等を聞

かれました。

　四浦地区では、未開通の県道相良人吉線の状況などについて現地で説明を

受けられました。その後、四浦４地区の区長から小野副知事へ要望書が手渡

されました。（相良村にも平成29年４月18日提出済み）

（出席・同行者：國武県球磨地域振興局長ほか県職員、議長ほか村議会議員８名、

山江村役場職員）

●要望書

第１点　椎葉・中ノ原・山口・中尾・平・小柏・平川の６集落を結ぶ基幹林

　　　　道の再編整備

第２点　県道162（人吉・相良・山江線）に替わる瀬馳、小柏、山江村を結ぶ

　　　　基幹林道の再編整備

第３点　「四浦地域振興センター」の建設

十島神社

小野泰輔副知事が相良村を視察

権現橋

深水前田消防ポンプ倉庫前

四浦神社で意見交換会

四浦田代かすみ桜付近



　2017.8.10　第32号 14

【
議
会
広
報
編
集
委
員
会
】

　
委

員

長
　
　
市
岡
　
智
惠

　
副
委
員
長
　
　
黒
木
　
正
照

　
委
　
　
員
　
　
西
本
巳
喜
男

　
　
　
　
　
　
　
小
善
　
満
子

　
　
　
　
　
　
　
髙
岡
　
重
盛

　
発
行
責
任
者
　
吉
松
　
啓
一

�

�

�

�

�

�

�

�

　

第
28
回
サ
ガ
ラ
ッ
パ
祭
が
成
功

裏
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
川
辺
川
が
11
年
連
続
水
質
日

本
一
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。
相

良
村
が
村
内
外
に
発
信
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

４
月
の
議
員
改
選
後
、
議
長
挨

拶
を
は
じ
め
、
一
般
質
問
等
を
載

せ
て
い
ま
す
。
村
民
福
祉
の
増
進

の
た
め
、
色
々
と
ご
意
見
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

　

毎
日
、
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま

す
。
熱
中
症
に
な
ら
な
い
よ
う
ご

自
愛
く
だ
さ
い
。

広
報
委
員

改選後の議員の顔ぶれ

（前列）

祭り
さが
らっぱ

鮎のつかみ取り大会 人吉笑福会　ひょっとこ踊り

JAくま女性部相良支部 暁保育園

黒
木　

正
照

中
村　

重
道

西
本
巳
喜
男

梅
山　
　

弘

福
田　

雄
二

市
岡　

智
惠

髙
岡　

重
盛

吉
松　

啓
一

小
善　

満
子

茂
吉　

隆
典

（後列）


